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せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ

た
方
の
う
ち
、
全
額
免
除
に
該
当
せ
ず
、

一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
・
半
額
免

除
・
４
分
の
１
免
除
）
が
承
認
さ
れ
た
方

は
、
免
除
に
該
当
し
な
か
っ
た
部
分
の
保

険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
未
納
期
間
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
未
納
期

間
に
な
る
と
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
ケ
ガ
や
病

気
で
「
万
が
一
」
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
か

ら
２
年
が
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
草
津

年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
！

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
！

一部免除 保険料額（平成 27 年度）

3/4 免除（1/4 納付） 月額　 3,900 円

半額免除（半額納付） 月額　 7,800 円

1/4 免除（3/4 納付） 月額　11,690 円

◆問い合わせ先　草津年金事務所　国民年金課　☎077−567−2220
　　　　　　　　住民課　保険年金担当　☎�6571

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」（
後
発
医
薬
品
）

は
、
先
に
開
発
さ
れ
た
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
期
間
終
了
後
に
製
造
・
販
売
さ
れ
る

医
薬
品
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
、
こ
れ
ま
で

効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た
新
薬

と
同
等
の
効
能
を
認
め
た
も
の
で
、
開
発
費

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
た
め
低
価
格
に
な
り
、

薬
局
な
ど
で
支
払
う
薬
代
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
処
方
を
希
望
す
る
際
に

医
療
機
関
な
ど
に
提
示
し
て
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

●
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
高
血
圧
や
脂

質
異
常
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
症
状
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
内
服
薬
だ
け
で
な
く
、

外
用
薬
や
点
眼
剤
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

●
ど
こ
で
処
方
す
る
の
か

　

薬
局
で
調
剤
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
病
院
な
ど
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

希
望
す
る
こ
と
を
伝
え
処
方
し
て
も
ら
う

か
、
薬
剤
師
さ
ん
と
相
談
の
う
え
、
薬
局
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
発
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、医
師
が「
後

発
品
へ
の
変
更
不
可
」
と
し
た
場
合
は
、
処

方
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
体
に
合
う
か
不
安
な
と
き
は

　

急
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
の
が
不
安
な
と
き
は
、
短
期
間
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
試
す
こ
と
が
で
き
る

「
分
割
調
剤
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
使
っ
て

み
て
、体
に
合
わ
な
い
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

も
と
の
薬
に
戻
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
の
差
額
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す

　

現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
、
自
己

負
担
が
軽
減
で
き
る
方
を
対
象
に
、
軽
減
で

き
る
額
（
差
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」を
、

年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
お
薬
を
選
ぶ
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
合
う

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課 

保
険
年
金
担
当

　

☎
�
6
5
7
1

ご
存
じ
で
す
か
？

�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
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◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
担
当

　

☎
52
６
５
７
1

１●
申
出
者
の
氏
名
：
一
般
社
団
法
人　

中
央

調
査
社　

会
長　

西
澤 

豊

●
利
用
目
的
の
概
要
：
時
事
通
信
社
「
住
民

意
識
調
査
」
の
対
象
者
抽
出
の
た
め

●
閲
覧
の
年
月
日
：
平
成
26
年
８
月
５
日

●
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲
：
大
字
鎌
掛
、

大
字
上
駒
月
お
よ
び
大
字
下
駒
月

２●
申
出
者
の
氏
名
：
一
般
社
団
法
人　

新
情

報
セ
ン
タ
ー　

事
務
局
長　

平
谷 

伸
次

●
利
用
目
的
の
概
要
：
消
費
者
庁
「
消
費
者

意
識
基
本
調
査
」
の
対
象
者
抽
出
の
た
め

●
閲
覧
の
年
月
日　

：
平
成
26
年
11
月
５
日

●
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲
：
大
字
内
池

３●
申
出
者
の
氏
名
：
一
般
社
団
法
人　

新
情

報
セ
ン
タ
ー　

事
務
局
長　

平
谷 

伸
次

●
利
用
目
的
の
概
要
：
国
土
交
通
省
「
土
地

問
題
に
関
す
る
国
民
の
意
識
調
査
」
の
対

象
者
抽
出
の
た
め

●
閲
覧
の
年
月
日
：
平
成
26
年
12
月
９
日

●
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲
：
大
字
豊
田

　

住
民
基
本
台
帳
法
な
ら
び
に
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
お
よ
び
住

民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
26
年
度「
住
民
基
本
台
帳
の

　

 

一
部
の
写
し
」閲
覧
状
況
の
公
表

4●
申
出
者
の
氏
名
：
一
般
社
団
法
人　

中
央

調
査
社　

会
長　

西
澤 

豊

●
共
同
申
出
者
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所 

世
論
調
査
部
長　

重
森 

万
紀

●
利
用
目
的
の
概
要
：
N
H
K
「
日
本
人
と

テ
レ
ビ
・
2
0
1
5
調
査
」
の
対
象
者
抽

出
の
た
め

●
閲
覧
の
年
月
日
：
平
成
27
年
１
月
22
日

●
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲
：
大
字
小
野
、

大
字
奥
師
、
大
字
仁
本
木
お
よ
び
大
字
音
羽

５●
申
出
者
の
氏
名
：
一
般
社
団
法
人　

輿
論

科
学
協
会　

理
事
長　

大
宮 

泰
三

●
利
用
目
的
の
概
要
：
総
務
省
「
通
信
利
用

動
向
調
査
」
の
対
象
者
抽
出
の
た
め

●
閲
覧
の
年
月
日
：
平
成
27
年
２
月
３
日

●
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲
：
五
月
台
、
松

尾
一
丁
目
〜
五
丁
目
、
大
字
内
池
お
よ
び

大
字
音
羽

頑
張
り
と
家
族
や
職
場
の
ご
支
援
と
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
ア
メ
リ
カ
の
離
れ
の
火

事
を
隣
の
日
本
が
消
し
に
行
か
な
く
て

い
い
の
か
。」
な
ど
と
の
比
喩
が
「
安

全
保
障
法
制
」
を
巡
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
火
事
は
消
せ
ば
喜
ば
れ
そ
れ
で

終
わ
り
ま
す
が
、
武
力
行
使
す
れ
ば
戦

争
に
な
り
、
事
態
は
広
が
っ
て
ゆ
き
ま

す
。
憲
法
違
反
と
い
わ
れ
る
法
案
の

「
説
明
」
と
し
て
は
あ
ま
り
に
稚
拙
で

す
。
国
会
論
戦
を
つ
う
じ
て
、「
後
方

支
援
」
の
名
に
よ
っ
て
核
弾
頭
す
ら
輸

送
可
能
と
な
る
こ
と
、「
集
団
的
自
衛

権
」
の
容
認
に
よ
っ
て
日
本
が
攻
撃
さ

れ
な
い
の
に
先
制
攻
撃
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
与
党
の
な
か
か

ら
、「
法
的
安
定
性
は
関
係
な
い
」
な

ど
と
近
代
国
家
と
し
て
の
基
本
で
あ
る

立
憲
主
義
を
否
定
す
る
発
言
に
批
判
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。「
政
治
の
劣

化
」
と
言
わ
れ
て
も
し
か
た
あ
り
ま
せ

ん
。
戦
後
70
年
、
歴
史
を
逆
戻
り
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
憲
法
9
条
の
も
と
で
国

際
社
会
に
復
帰
し
、
二
度
と
戦
争
を
し

な
い
と
誓
い
平
和
主
義
を
貫
い
て
き
た

歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
や
集
落
で

元
気
に
納
涼
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
恒

例
の
「
氏
郷
ま
つ
り

『
夏
の
陣
』」
も
８
月

１
日
に
に
ぎ
や
か
に

開
催
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
模
擬
店
も
盛

況
で
、
盆
踊
り
も
大
き
な
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
レ
ー
の
花
火
も
見
事

に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
翌
日
の
8
月
2
日
は
、
第
50

回
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
開
催

さ
れ
、
日
野
町
消
防
団
（
第
３
分
団

チ
ー
ム
）
が
ポ
ン
プ
車
の
部
で
見
事
に

優
勝
し
ま
し
た
。
日
野
町
消
防
団
は
入

場
行
進
で
も
最
多
の
団
員
が
行
進
し
士

気
の
高
さ
を
表
し
ま
し
た
。
出
場
は
最

後
か
ら
２
番
目
で
、
会
場
の
す
べ
て
の

人
々
が
注
目
す
る
中
、
操
法
が
は
じ
ま

り
大
き
な
声
援
を
う
け
立
派
に
終
了
、

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
３
か
月
に
わ

た
る
早
朝
訓
練
に
よ
っ
て
技
術
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
磨
き
優
勝
を
つ
か
み
ま
し

た
。
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
る

姿
は
胸
を
う
ち
ま
す
。
選
手
、
団
員
の

日野町長　藤澤 直広
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